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引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、国・県
補
助
金
及
び
自
主
財

源
等
の
確
保
や
、歳
出
削
減
に
努
め
、第
五
次
振
興
計
画
に
掲
げ
た

諸
施
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
編
成
と
なって
い
ま
す
。

24
年
度
予
算

総
額
で
96
億
8
千
万
円 

会　　計　　名 24年度予算額 23年度予算額 比　　　　較
一 般 会 計 58億7,900万円 50億5,800万円 8億2,100万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 15億8,754万円 14億9,678万円 9,076万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億1,846万円 1億1,785万円 61万円
介 護 保 険 10億8,945万円 9億2,158万円 1億6,787万円
簡 易 水 道 事 業 4,080万円 3,887万円 193万円
公 共 下 水 道 事 業 3億3,103万円 3億4,480万円 △1,377万円
農業集落排水事業 6,484万円 6,395万円 89万円
宅地用地取得造成事業 87万円 3万円 84万円
霊 園 整 備 事 業 64万円 199万円 △135万円

上
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 支
収入 3億9,108万円 4億237万円 △1,129万円
支出 3億7,399万円 3億8,465万円 △1,066万円

資 本 的 収 支
収入 3,783万円 6,881万円 △3,098万円
支出 1億9,415万円 2億4,495万円 △5,080万円

（1万円未満切捨て）

3月定例会を、3月8日から19日までの12日間の会期で開きました。
条例の改正や補正予算、平成24年度当初予算、追加議案について審議し、提案されたすべて
の議案を原案のとおり可決・同意しました。

える町づくりえる町づくりえる町づくりえる町づくり
たなぐら!たなぐら!

平成24年度
予算成立
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町民の期待に応町民の期待に応町民の期待に応町民の期待に応
がんばろうがんばろう

　

図
書
館
機
能
を
中
心
と

し
た
施
設
の
ほ
か
、集
会
施

設
と
し
て
、多
目
的
会
議

室
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、町
民
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
し
て
、平
成

二
十
五
年
四
月
の
開
館
に
向

け
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
複
合
施
設
整
備
事
業

５
億
９
，５
９
３
万
円

　

道
路
整
備
事
業
と
し
て
、

段
河
内
平
塩
線
、瀬
ヶ
野
梁

森
線
、瀬
ヶ
野
梁
森
二
号
線
、

富
岡
三
森
線
を
整
備
し
ま

す
。

　

消
防
施
設
整
備
事
業
と

し
て
、第
四
分
団
第
五
班
の

消
防
屯
所
を
改
築
し
ま
す
。

辺
地
対
策
事
業

１
億
７
，６
８
８
万
円

　

総
合
体
育
館
の
建
物
を

耐
震
化
し
、利
用
者
の
安
全

を
推
進
す
る
た
め
、耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

総
合
体
育
館
の
耐
震
補
強
改
修

工
事
着
手

２
億
７
，２
８
０
万
円

2 4 年 度 の 主 な 事 業2 4 年 度 の 主 な 事 業2 4 年 度 の 主 な 事 業2 4 年 度 の 主 な 事 業

社会教育複合施設完成イメージ

　

介
護
給
付
率
の
伸
び
と
、

今
後
、新
た
に
開
設
予
定
の

老
人
保
健
施
設
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
及
び
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ムへの
入
所
者
増
加

等
に
伴
い
、介
護
給
付
費
の

見
込
額
が
年
々
増
加
す
る

た
め
四
十
五
．二
％
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
月
額  

４
，５
０
０
円
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2323年度補正予算年度補正予算
（原案可決）

（１万円未満切捨て）

（※△は減額表示）

　国の補正予算を活用し、24年度へ
繰り越して実施する主な事業です。

棚倉幼稚園改築事業

◇４億870万円
　昨年の東日本大震災により被災した棚倉幼稚園
園舎を、平成２５年１月より保育開始ができるよう改築
等の整備を進めます。

高野小学校耐震補強改修事業

◇１億6,228万円
　高野小学校校舎の大規模改修と屋内運動場の
耐震補強工事を行ないます。

高野幼稚園大規模改修事業

◇1，621万円
　高野小学校校舎の改修工事と併せて、高野幼
稚園も改修工事を行ないます。

農業振興施設整備補助事業

白河地方広域圏消防救急無線デジタル化
整備事業負担金

消防団安全対策設備事業

◇１億4,526万円

◇3,351万円

◇1,237万円

　東西しらかわ農協の直売所を設置するための補
助金です。

　白河広域圏管内の各消防署で使用している
無線をデジタル化するための負担金です。

　災害時に使用するトランシーバーや灯光器を整備
します。

会　計　名 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計 6億8,403万円 80億3,035万円

特
別
会
計

国民健康保険 6,063万円 15億6,852万円
後期高齢者医療 46万円 1億1,953万円
介 護 保 険 800万円 9億6,467万円
簡 易 水道事業 207万円 5,222万円
公共下水道事業 △765万円 3億1,892万円
農業集落排水事業 △42万円 6,759万円

上
水
道
事
業
会
計

収益的収支 支出 △128万円 3億8,856万円

資本的収支
収入 △251万円 7,051万円
支出 △256万円 2億3,621万円

3月補正予算の状況

造成中のJA直売所

改築する棚倉幼稚園

耐震工事が行われる高野小学校舎と屋内運動場



介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
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平
成
二
十
四
年
度
予
算
案
は
、昨

年
同
様
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
十
四
年
度
条
例
改
正
等
の

議
案
に
つ
い
て
は
、三
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
及
び
、各
常
任

委
員
会
の
審
査
結
果
は
、全
て
の
議
案

が
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
、最
終
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、各
委
員
長
が
報
告
の
後
、全
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、棚
倉
町
が
当
面

す
る
課
題
は
何
な
の
か
。

ま
ず
は
、
放
射
能
除
染

を
徹
底
し
、
町
民
への
安

全
、安
心
の
確
保
が
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、予
算
に
は
組
ま

れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、棚
倉
町
を
活
力

あ
る
町
に
す
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
、農
林

業
や
、
商
工
業
の
活
性

化
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
る
は
ず
な
の
に
、予

算
案
で
は
そ
れ
ら
に
応
え

ら
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、ル
ネ
サ
ン
ス
棚

倉
に
は
五
千
四
百
万
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、経
営
改
革
は
一
向
に

進
ん
で
い
な
い
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
、

反
対
討
論
と
す
る
。

　

今
年
度
の
当
初
予
算

は
、
第
五
次
棚
倉
町
振

興
計
画
に
掲
げ
た
諸
施
策

に
つ
い
て
、
計
画
年
度
を

前
倒
し
で
の
予
算
編
成
を

し
て
い
る
。

　

特
に
、震
災
に
よ
り
被

災
を
し
て
い
る
総
合
体
育

館
耐
震
補
強
改
修
工
事

や
、社
会
教
育
複
合
施
設

整
備
事
業
な
ど
、震
災
復

興
の
補
助
事
業
等
を
積

極
的
に
活
用
し
、
有
利
な

財
源
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
、各
種
の
子
育
て

支
援
事
業
、こ
ど
も
医
療

費
の
継
続
給
付
な
ど
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
評
価
の

で
き
る
予
算
と
な
って
い
る

の
で
、こ
の
予
算
に
対
し
、

賛
成
の
立
場
で
討
論
と
す

る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
か

ら
三
カ
年
の
保
険
料
が

決
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

四
十
五
％
の
引
き
上
げ

を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　

利
用
者
が
多
く
な
る

か
ら
保
険
料
が
上
が
る

と
い
う
こ
と
で
は
、政
治

の
力
も
政
権
交
代
の
意

味
も
な
く
な
って
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。

　

施
設
介
護
は
、利
用
し

た
く
て
も
順
番
が
回
って

こ
な
い
、
待
機
者
激
増

で
は
何
の
た
め
の
介
護
保

険
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
、

反
対
討
論
と
す
る
。

　

今
回
の
予
算
に
つ
い
て

は
介
護
保
険
法
に
基
づい

た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い

る
。

　

棚
倉
町
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た

り
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、さ
ら
に
は
、

保
険
給
付
費
の
増
加
抑

制
を
図
る
た
め
に
、
介
護

保
険
予
防
事
業
を
積
極

的
に
取
り
組
む
予
算
と

な
っ
て
お
り
、入
所
待
機

者
の
解
消
に
向
け
た
施

設
開
所
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

介
護
保
険
は
、相
互
扶

助
の
制
度
で
あ
り
、応
分

の
負
担
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
、今
後
も
安

定
し
た
財
政
運
営
が
図

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
・
予
算
審
査

議
案
・
予
算
審
査

（
１
人
）

（
１
人
）

（
12
人
）

（
12
人
）

反対

反対

賛成

賛成

鈴
木 

政
夫　

議
員

鈴
木 

政
夫　

議
員

藤
田 

智
之　

議
員

大
椙　

 

守　

議
員

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

予算特別委員会での審査

可決討論討論の末に討論討論のの末末にに 可可決決
　平成24年度棚倉町一般会計予算、介護保険特別会計予算の原案を
めぐって討論が行なわれ、採決の結果、賛成多数で可決しました。
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こ
の
改
正
に
よ
り
、死

亡
の
場
合
を
除
き
、議
員

が
月
の
中
途
で
辞
職
、失

職
等
の
場
合
は
、
月
額

報
酬
を
日
割
り
計
算
に

よ
り
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

期
末
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
禁
固
以
上
の
刑

に
よ
り
失
職
し
た
議
員

に
は
、
支
給
を
し
な
い
。

　

ま
た
、
刑
事
事
件
に

関
し
て
逮
捕
、起
訴
さ
れ

た
場
合
は
、期
末
手
当
の

支
給
を
一
時
差
し
止
め

る
規
定
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　

防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線（
同
報
系
）施
設

整
備
工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
◎
契
約
金
額

　
　
　
　

六
億
五
千
六
百
二
十
五
万
円

　
◎
契
約
の
方
法

　
　
　
　
　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

　
◎
請
負
者

　
　
　

日
本
電
気
株
式
会
社 

福
島
支
店

　

四
件
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
任
命・選
任・

推
薦
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
提
案
に
よ

り
、議
会
議
員
の

報
酬
、期
末
手
当

及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線

防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
無
線

（
同
報
系
）施
設
整
備
工
事

（
同
報
系
）施
設
整
備
工
事

請
負
契
約
締
結

請
負
契
約
締
結

◎
棚
倉
町
教
育
委
員
会

　

委
員
の
任
命

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　

推
薦

◎
棚
倉
町
監
委
員
の
選
任

松
本　

市
郎
さ
ん
（
玉
野
）

藤
田　

喜
作
さ
ん
（
強
梨
）

藤
田　

徹
郎
さ
ん
（
寺
山
）

齋
藤
ト
シ
子
さ
ん
（
棚
倉
）

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

みなさん
からの

件　　名 提出者
福島県における脱原発の実現と、住民の命と健
康を守り、補償の実現、安心して暮らせるふる
さとを取り戻すための取り組みを求める陳情書

福島県平和フォーラム
代　表　竹中　柳一

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出の陳情について

日本労働組合総連合会
福島県連合会東白川地区連合
　議長　片野　一也

陳　情陳　情陳　情陳　情

議
員
発
議

追
加
議
案

各世帯に配置される防災無線


